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カラスの季節ねぐら－ねぐらの成立･消滅と最低気温一

中村純夫

大阪府立清水谷高等学校.〒543-0011大阪市天王寺区清水谷町２－４４

はじめに

1.1本国内ではハシボソガラスＣｏＩｗｓｃｏｍ"ｅとハシブトガラスＣﾉ77aα切力w7c力Ｃｓは一緒に

ねぐらを形成することが多い.このカラス類のねぐらを理解するには,形成から消滅までを詳細

にI淵蚕する必要性が指摘されてきたが(Goodwilll986)，形成から消滅までを調査した研究は

稀である.２シーズンにわたりほぼ月１回の頻度で山梨県津金の冬ねぐらが(平林1962)，ほ

ぼ１年間にわたり月１回の頻度で山口県大畢山のねぐらが調査された(小林1984)．しかし，

月ｌ同の頻度ではカラスのねぐらの成立日･消滅日を特定することはできず,成立･消滅の過

程は未解明であった.カラスのねぐらの成立･消滅はわずか数日以内で終了することが予測さ

れていたが(山岸1976)，大阪府北東部の複数のねぐらを３年間にわたり高頻度に調査したこ

とにより，１８例中15例の成立日･消滅日における就時数の増加･減少は急激におきていること

が確認された(中村.2003)．また,なわばりを持つ個体は午後遅くになると，目立つところにとま

り,帰時個体の動向を観察する時間が多くなるようである(中村観察)．採食地の幼烏の群れ

は州崎に先立って帰時前集合を形成することが多く,ねぐらの成立直前や消滅直後には特定

の場所で帰f時前集合が形成されることが多い(中村準備中)．これらの行動により,カラスは視

覚的な情報を使って直接的に影響しあい》ねぐら選択を同調させているらしい.しかし,就時

地域群が分布している更に広い地域全体で,ねぐらの一斉変更の手掛かりとなる要因はない

のだろうか.成立日｡消滅日が特定された18例について,気象要因を検討したところ,最‘低気

温の推移を手掛かりにねぐらを変更している可能性が認められたので,ここに報告する．

方法

調査地は大阪府北東部の吹田市,茨木市,高槻市,島本町,枚方市,大山崎町を含む東

西20km南北１２kmの区画で,調査は1989年１２月から1993年１月まで３年間実施した.調査地

2004年１月５日受理

二iニークーバ褒底気温，黍紡ねぐ､､ら,旋立･消滅ハシフ､ﾒﾉガｦス,ハシボンカヲス
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内には通年存在したねぐら(通年ねぐら)が２個,一年の特定の時期にのみｌか月以上連続し

て存在したねぐら(季節ねぐら)が９個ある(中村2003)．冬期のねぐらは平地の通年ねぐら２

か所のみだが,早春に山際にねぐら(春ねぐらＭ１)が形成され,盛夏に山奥のねぐら(夏ねぐら

Pとs)が形成されるまで,ねぐらの数は増加し,分布域は山間部に拡大する(拡大期)．盛夏の

分布は中秋まで続き，中秋に山奥のねぐらが消滅して山際のねぐら(1990,1991年に秋ねぐら

Ｍ2,1992年に秋ねぐらＱ２)が復活し,更に晩秋から初冬にかけて山際のねぐらも消滅して平

地の通年ねぐら２か所のみと,ねぐらの数は減少し分布域は縮小する(縮小期)(中村2003)．

以下の解析はこの拡大期と縮小期に分けて行なった．

調査対象としたねぐらはハシブトガラスとハシボソガラスによって利用されていたが,低照度

下での両種の識別は困難なので,カラス類として一括して取り扱った.成立日･消滅日を特定

する対象となったねぐら(Ｍ１，Ｐ,Ｓ,Ｍ２とQ2)については,成立･消滅が予想される時期にｌ～

数日の間隔で調査を実施した.２４例のうち成立日･消滅日を特定できた18例について,大阪

管区気象台気象表(大阪管区気象台1989-1993)より気象‘情報を読み出した.読み出した項

目は,成立日･消滅日の天気概況(午後)･最高気温･最低気温･日降水量･日最大風速であ

る.これらの気象情報より成立日･消滅日に特徴的な傾向を探した.また,成立日･消滅日の前

後１５日間の最高気温･最低気温の変動をグラフ化して特徴的な傾向を探した．

ねぐらの成立･消滅が最高気温･最低気温の波のどの部分で生じたかを判定するために,波

の山(極大値)と谷(極小値)の差を振幅とし,山(極大値)から振幅の１０％までの範囲を極大

域,谷(極小値)から振幅の１０％までの範囲を極小域とし,それ以外を中間域とした.振幅が

2℃未満の小さな波は無視した.ねぐらの成立･消滅が最高気温･最低気温の変動の極大域・

中間域･極小域でそれぞれ何件発生したか(発生件数)を集計した.同時にねぐらの成立日・

消滅日の前後１５日間について,最高気温･最低気温が極大域･中間域･極小域であった日数

を集計した．

結果

ねぐらの成立日･消滅日が特定できた１８例(付表１，２)を解析対象とした.帰時行動の支障

になるかもしれない強風や強雨について,ねぐらの成立日・消滅日（１８日）と成立日・消滅日と

前後の１５日を含む31日分(558日)を比較した．日最大風速lOm/s以上の日と以下の日が成

立日･消滅日では１日と１７日，成立日･消滅日と前後の１５日を含む31日分では29日と529日あ

り,有意差はなかった(ｘ２＝0.000,自由度１，Ｐ＞0.999)．日降水量30mm以上の日と以下の

日が成立日･消滅日では０日と１８日，成立日･消滅日を含めた前後１５日間では１７日と541日あ
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図１．拡大期における各季節ねぐらの成立日･消滅日の前後１５日間における最高気温と妓低気温の変動.矢

印はそれぞれの年の成立日・消滅日のプロットを示す.横軸は時間(日)で左から右に時間の流れを,縦軸
は温度(℃)を示す．

Fig.１．Thetendenciesofmaximum(upperlinG)/minimumtemperature(lowerline)overl5daysbefbreand

afterthesettling/abandoningcrowroostine＆rIyspringtomidsummer・Thearrowsshowtheplotsofthe
daysofsettling/abandoningroosts．“Maximumzone":highestlO％ofthetemperaturewave,“Ｍinimum

zone，，：lowest１０%,ａｎｄ‘‘Mediumzone，'：intermediatetemperatures・Thehorizontalaxisshowsthetime
（day),theverticalaxisshowsthctemperature(℃)．
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り,有意差はなかった(ｘ２＝0.002,自由度１，Ｆ＞0.999)．最高気温(Ｕ＝15.0,Ｐ＝0.024,/Ｗ

＝/V2＝9)も最低気温(Ｕ＝10.0,ﾉﾜ＝0.007)も春から夏にかけての拡大期は秋から冬にかけて

の縮小期よりも有意に気温が高かったが，日降水量(Ｕ＝39.5,Ｐ＝0.929)と日最大風速(Ｕ＝
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図２．縮小期における各季節ねぐらの成立日･消滅日の前後１５日間における最高気温と岐低気温の変動.表
示は図ｌと同様．

Fig.２．Thetendenciesofmaximum/minimumtemperatureoverl5daysbefbreandaRerthesettling／
abandoningcrowroostinmidautumntoearlywinter・Measurementsandrepresentationsｏｆｔｈｅｐｌｏｔｓａｒｅ
ｔｈｅｓａｍｅａｓＦｉ9．１．
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表1．ねぐらの成立･消滅の発生件数と気温の観測日数

Table１．Numberｏ｢casesthatsettling/abandoningo｢seasonalroostsoccurredandnumberofdaysthat

temperatureswereobservedineachzone．

拡大期Expansivephase

極大域中間域極小域
Max・zonemid、zonemini・Ｚｏｎｅ

最高気温Max,temp・

件数５
Ｎｏ．ｏｆcases

観測日数
７２

No.ｏｆｄａｙｓ

最低気温mini､temp・

件数７
Ｎｏ．ｏ｢cases

観測日数
５０

Ｎｏ．ｏｒｄａｙｓ

４ ０

１５１５６

２０

１７８５１

検定
Ｔest

Ｐ=０．０６１

Ｐ<0.001

縮小期Contractivephase

極大域中間域極小域
Max・zonemid・zonemini・Ｚｏｎｅ

０ ９０

６７１６１５１

００９

５６ １ ７ ２ ５ １

検定
Ｔest

Ｐ=0.369

Ｐ<０．００１

31.0,ノヮー0.402)には有意な差はなかった．

ねぐらの成立日･消滅日の前後１５日間について最高気温･最低気温を読み出してグラフに

表示し(図１，２)，気温変動の波と成立日･消滅日の関係を調べた.春から夏にかけての拡大

期におけるねぐらの成立日･消滅日の最高気温は極大域５例･中間域４例･極小域０例,最低

気温では極大域７例･中間域２例･極小域０例であった(表ｌ)．極大域への偏りを確認するた

めに,各域の観測日数と比較した.例数が少ないために極大域に対して中間域と極小域を合

算して比較したところ,最高気温では有意差はなかった(Fisher正確確率検定/o＝0.061)．し

かし,最低気温では有意差が認められ(P＜0.001)，最低気温が極大域のときにねぐらの成

立･消滅が多く発生していた.同様に,秋から冬にかけての縮小期におけるねぐらの成立日・

消滅日の最高気温は極大域０例･中間域９例･極小域０例,最低気温では極大域０例･中間

域０例･極小域９例であった(表ｌ)．極小域への偏りを確認するために,各域の観測日数と比

較した.例数が少ないために極大域と中間域を合算したものと極小域を比較したところ,最高

気温では有意差がなかった(Fisher正確確率検定Ｐ＝0.369)．しかし,最低気温では有意差

が認められ(P<0.001)，最低気温が極小域のときにねぐらの成立･消滅が多く発生していた．

ねぐらの成立日・消滅日以前の１５日間での最低気温の変動を,成立日･消滅日の最低気温

と比較した.拡大期の場合,極大域で成立･消滅が起こった７例のうち,図ｌでの春ねぐらＭ

１,夏ねぐらP,夏ねぐらSのように４例では成立日･消滅日の気温より高い日が１日以上あり，

最低気温が最大値を記録してもねぐらが移動しなかった.縮小期の場合,極小域で成立･消

滅が起こった９例のうち図２での夏ねぐらP,秋ねぐらＭ２のように３例では成立日･消滅日の気

温より低い日が１日以上あり,最低気温が最小値を記録してもねぐらが移動しなかった．
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考察

強風や強雨のような帰婚行動への支障が予想される天候であっても,ねぐらの成立･消滅が

促進されたり抑制されたりすることはなかった.特別な悪天候の日には就時数が減少すること

はあっても(中村準備中)，ねぐらの成立･消滅に直結する可能性は低いことを示している.最

高気温と最低気温で拡大期が縮小期より高かったのは季節的な偏りによるもので,早春から盛

夏までの気温上昇期が拡大期に対応し,中秋から初冬までの気温下降期が縮小期にほぼ対

応しているからである．

春から夏にかけての拡大期には最低気温の極大域で,秋から冬にかけての縮小期には最

低気温の極小域でねぐらの成立･消滅が多かった.拡大期では成立日･消滅日より高い日が

少数例ながらあり,縮小期では成立日･消滅日より低い日が少数例ながらあったにもかかわら

ず成立･消滅が起こらなかったということは,最低気温が特定の温度になったときに自動的に

ねぐらの変更がおきるというよりも,温度の変化はねぐら変更に関する環境からの手掛かりの１

つとして利用されている可能性を示唆している.気温の変動は就時地域群が展開する広い地

域にわたりほぼ均一の傾向で推移してゆくので,広い地域でのねぐらの一斉変更のきっかけと

しても妥当なものと考えられる.また,カラス類については明らかにされていないが,ハトでは体

温を一定に保つための行動を気温に反応して行なうことが知られている(入来1995)．カラス

類にも同様な能力があるなら,気温に反応してねぐらを変更することは可能と考えられる．

日長(日入時刻と日出時刻の差)は内分泌系に作用して繁殖行動などに影響を与え(黒田

1982)，皮下脂肪の蓄積にも影響する(入来1995)ことが知られているので,ねぐらの数と分布

が季節的に変化する要因として日長は重要と考えられる.しかし，日長の年変動はほぼ正確

にくり返されるのに,ねぐらの成立日･消滅日は年により０～42日のずれがあった．日長の日変

動は最大でも約２分とごくわずかである.これらの事情からして，日長よりも温度変化の方がね

ぐらの成立･消滅に対する至近要因として重要と思われる．
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要約

大阪府北東部のカラスの集団ねぐらを1989年１２月より1993年１月までの３年間にわたり調査した.調査

地内に存在した９個の季節ねぐらのうち５個について,ねぐらの成立日･消滅日を特定するために高頻度

の調査を実施した.この調査地の季節ねぐらは早春より雛夏まではねぐらの数の増加と分布域の拡大(拡

大期)を,中秋より初冬まではねぐらの数の減少と分布城の縮小(縮小期)を示したので,拡大期と縮小期

に分けてねぐらの変更がおきた日と気象条件の関係について解析した．

最高気温･最低気温では,拡大期は縮小期に比べて高かった．日降水量と日最大風速では２期間で

差がなかった.強風や強雨は季節ねぐらの成立･消滅を促進したり抑制したりすることはなかった.成立

日･消滅日に先立つ気温変動の推移を極大域,極小域,中間域にわけて分析したところ,春から夏にか

けての拡大期には最低気温が極大域の時に,秋から冬にかけての縮小期には極小域の時に,成立･消

滅が起こった.成立･消滅に先立つ１５日間の最低気温を成立日･消滅日の最低気温と比較したところ,拡

大期にはより高い最低気温を,縮小期にはより低い最低気温が度々観測されていた.これらのことから，

最低気温の変動で自動的にねぐらが変更されるのでなく,ねぐら変更に際して環境からの手掛かりの１つ

として利用されていたと考えられる．
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Thesettling/abandoningofseasonalCrowsroostsrelativetominimumtemperatures

SumioNakamura

Shimizudani-Highschool,２－４４Shimizudanicho,Tennojiku,Osaka543-OOll,japan

lstudiedtheroostingbehaviorofjungleandCarrionCrowsCbn′usmacmﾉｿh”cﾙｏｓａｎｄ
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ｔｈｅｌ８ｃａｓｅｓｏｕｔｏｆ２４ｔｒｉａｌｓｏｎｆｉｖeseasonalroosts，Icouldaffirmthedayofsettling／

abandoning・Onthedayofsettling/abandoningtheroost，thenumbersofroostingcrows

changeddrastically-increasing/decreasingover50％oftheaverageroostingnumber・ｌｎｔｈｉｓ
シ

studyarea，ｔｈｅｒｅｗｅｒｅｔｗｏｐｈａｓｅｓｉｎｔｈｅａｎｎｕａｌｃrowsroostingactivity・Intheexpansive

phase：ｆｒｏｍｅａｒｌｙｓｐｒｉｎｇｔｏｍｉｄｓｕｍｍｅｒ，seasonalroostswereincreasinginnumberand

distributionarea、Inthecontractivephase：ｎ．ommidautumntoearlywinter,seasonalroosts

weredecreasinginnumberanddistributionarea，Themeteorologicaldatawerestudiedto

findtheenvironmentalcuethatallowsthemtochangetheirroostsynchronously・Daily

maximumandminimumtemperatureswereplottedandwithineachseriestemperatureswere

a1locatedtooneofthreezoneswithineachseries：“Maximumzone，'：thehighestlO％ofthe

temperaturewave，“Minimumzone"：theIowestlO%，ａｎｄ“Mediumzone，，：fbrtempel･atures

intermediatebetweenthese、Intheexpansivephase，thesettling/abandoningroosts

happenedwithinthemaximumzoneandinthecontractivephase，itcoincidedwiththe

minimumzone・Theresultssuggestthatthetendenciesofminimumtemperaturescouldbe

usedasoneofanenvironmentalcueatroostingchange．

ｋちり′ｗり、(s：Corvusmacrorhynchos，Corvuscorone，mjr7伽”remper召麺閥e，seasoﾉ7a／”“Z，

ｓｓｒｚ伽g/a6a"dbﾉ7姥
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付表1．拡大期における季節ねぐらの成立･消滅日の気象
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付表２．縮小期における季節ねぐらの成立･消滅日の気象
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